
聖

覚

と

法

然

・
親

鸞

那

須

一

雄

法
然

(
1
1
3
3

～
1
2
1
2

)
は
、
『
選
択
集
』
に
お
い
て
、
善
導

(
6
1
3

～
6
8
1
)
の

『散
善

義
』
就
行
立
信
釈
を
起
行
を
示
す
も
の
と
し
て
受
容
す

る
。
こ

こ
に
お

い
て
、

法
然
は
、
『観
無
量
寿
経
』
の
三
心

(至
誠
心

・
深
心

・

廻
向
発
願
心
)
を
浄
土
往
生
の
た
め
の
安

心
と

し
て
、
称
名
念
仏
を
起

行
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け

た
。
(『選
択
集
』
二
行
章

・
三
心
章
)
法
然

に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
こ
の
三
心
と
行
の
問
題
に
つ
い
て
、
法
然
の
道

友

・
法
友
と
い
わ
れ
る
聖
覚

(
1
1
6
7

～
1
2
3
5

)、
(
1
)

聖
覚
を
深

く
敬
慕
し
た
法

然
門
下

の
親
鸞
(
2
)
(
1
1
7
3

～
1
2
6
2

)
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
に
つ
い
て

考
察
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。

【A
、
三
心
理
解
に
つ
い
て
】

法
然

の
三
心
解
釈

の
特
色
は
、
ま
ず
至
誠
心
釈
に
つ
い
て
は
、
「不

得
外
現
賢
善
精
進
之
相
内
懐
虚
仮
」
の
文
に
つ
い
て
の
解
釈
に
重
点
を

置
く
。
そ
し
て
こ
の
部
分
を
解
釈
す
る
中
で
、
特
に
内
心
に
お
け
る
真

実
性
を
強
調
し
、
そ
の
真
実
性
の
基
準
を
如
何
に
純
粋
に
阿
弥
陀
仏
の

本
願
を
信
じ
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
願

っ
て
い
る
か
に
置
い
た
。
こ
こ

に

「内
外

一
致
し
て
至
誠
心
真
実
な
れ
」
と
い
う
自
力
的
至
誠
心
解
釈

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第

一
号

平
成
七
年
十
二
月

か
ら
法
然
独
自
の
他
力
易
行
道
的
な
解
釈

へ
の
展
開
が
見
ら
れ
る
。
(
3
)

す

な
わ
ち
こ
の
至
誠
心
釈
を
解
釈
す
る
中
で
法
然
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願

を
信
じ
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
願
う
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。

ま
た
至
誠
心
釈
の
自
力
的
実
践
を
説
い
た
と
も
取
れ
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
初
期
の
著
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

『
三
部
経
大
意
』
に
お
い

て
、
総
別
の
二
義
を
示
す
と
い
う
立
場
を
と

っ
た

(昭
法
全
34
)。
(
4
)

深
心
釈
に
つ
い
て
は
、
法
然
は
、
深
心
釈
冒
頭
の
所
謂

「機
法
二
種

の
深
信
」
、
就
人
立
信
釈
の
前
の

「決
定
自
心
建
立
」
の
部
分
、

就
人

立
信
釈
を
中
心
に
釈
す
。
(
5
)

機
の
深
信
と
法
の
深
信
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
①
衆
生
に
自
己
の
煩

悩
具
足
性
を
自
覚
さ
せ
る
た
め
に
説
か
れ
た
の
が
機
の
深
信
、
②
機
の

深
信
と
法
の
深
信
と
を
連
続
さ
せ
て
い
る
か
ら
、
衆
生
は
救
い
を
確
信

で
き
る
と
説

い
て
い
る
点
に
、
法
然
の
解
釈

の
独
自
性

が
見

ら
れ

る

(『往
生
大
要
抄
』
昭
法
全
58
～
59
、
『御
消
息
』
昭
法
全
5
7
9
～
5
8
0
)。

ま
た
廻
向
発
願
心
釈
に
つ
い
て
は
、
冒
頭

の

「
廻
向
発
願
心
と
言
ふ

は
…
故
に
廻
向
発
願
心
と
所
つ
く
」
の
部
分

の
引
用
が
中
心
で
あ
る
。
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釈
す
る
場
合
は
、
称
名
念
仏
を
修
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
念
仏
以
外

の
余
善

は
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土

へ
廻
向
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説

く
。
(『御
消
息
』
昭
法
全
5
8
3
～
5
8
4
、
『浄
土
宗
略
抄
』
昭
法
全
5
9
9
～
6
0
0
)

次
に
聖
覚
は
、
『唯
信
鈔
』
に
お
い
て
、
至
誠
心
釈
に
つ
い
て
は
、

自
利
真
実
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
以
降
は
釈
さ
ず
、
そ
れ
ま
で
の
所
謂

「施
為
趣
求
」
の
文
ま
で
を
釈
す
る

(真
聖
全
②
7
4
7
～
7
4
8
)
。
そ
し
て
こ
こ

で
、
阿
弥
陀
仏

(法
蔵
菩
薩
)
の
菩
薩
と
し
て
の
行
が
、
真
実

心

に
も

と
つ

い
た
も

の
で
あ

っ
た
故
に
、
浄
土
を
願
う
人
は
、
ま
こ
と
の
心
を

起
こ
す

べ
き
で
あ
る
と
説
き
、
(
6
)

法
然
を
承
け
て
、
行
よ
り
も
信
に
重
点

を
置
い
た
解
釈
を
す
る
。
ま
た
恥
が
ま
し
い
こ
と
を
む
き

出

し
に
し

て
、
罪
を
人
の
前
に
さ
ら
け
だ
す
こ
と
が
真
実
心
で
は
な
い
と
も
誠
め

る
。
(真
聖
全
②
7
4
7
～
7
4
8
)
(
7
)

深
心
釈
に
お
い
て
は
、
法
然
と
同
様
、
深
心
釈
冒
頭
の
所
謂

「機
法

二
種
の
深
信
」

の
部
分
を
中
心
に
釈
す
る
が
、
聖
覚
に
お
い
て
は
、
阿

弥
陀
仏

の
本
願
力

の
働
き
を
疑
う
こ
と
を
誠
め
、
法
の
深
信
を
強
調
す

る
。
(
8
)

法
然

は
、
自
己
の
煩
悩
具
足
性
を
自
覚
さ
せ
ね
ば
衆
生
は
称
名
念

仏
に
帰
さ
な
い
。
機
法
二
種
深
信
を
連
続
さ
せ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
衆

生
は
称
名
念
仏
に
よ
る
救
済
を
信
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お

り
、
こ
こ
に
法
然
か
ら
の
展
開
が
見
ら
れ
る
。

回
向
発
願
心
釈
に
つ
い
て
は
、
法
然
の

『
選
択
集
』
の
記
述
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
(
9
)

こ
れ
に
対
し
て
親
鸞
は
、
安

心

を

『大
無
量
寿
経
』
の
三
心

(至
心

・
信
楽

・
欲
生
)
を
中
心
に
考
え
、
こ
の

『大
無
量
寿
経
』
の
三
心
を
真

実
と
捉
え
、
『唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
は
、
『
観
無
量
寿
経
』
の
三
心

は
、
定
機

・
散
機
の
自
力
の
心

で
あ

り
、
『大
無
量
寿
経
』
の
三
心
を

得
る
た
め
の
方
便
で
あ
る
と
述
べ
る
。
(
1
0
)

ま
た

『
教
行
信
証
』
で
は
、
『観
無
量
寿
経
』

の
三
心

に
方
便

(顕
)

と
真
実

(隠
)
と
を
見
る
と
い
う
立
場

(真
仮
分
判
)
を
示
し
、
(
1
1
)

真
実
心

と
し
て
の

『
観
無
量
寿
経
』
の
三
心
に
つ
い

て
は
、
『教
行
信
証

・
信

巻
』
に
お
い
て
、
他
力
廻
向
説
の
立
場
か
ら
、
独

自

の
訓

点

を

打

っ

て
、
自
己
の
立
場
を
示
す

(真
聖
全
②
51
～
57
)
。

ま
た
三
心
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
深
心

を
中
心
に
考
え
る
と
い

う
立
場
は
、
三
者
と
も
同
じ
で
あ

る
が
、
『
大
無
量
寿
経
』
の
三
心
を

中
心
に
考
え
る
親
鸞
に
と
っ
て
の
中
心
は
、
深
心
よ
り
も
信
楽
で
あ

っ

た
と
い
え
る
。
(
1
2
)

【
B
、
起
行
理
解
に
つ
い
て
】

起
行
理
解
に
つ
い
て
は
、
法
然
は
、
『
選
択
集
』
に
お

い
て
、
就
行

立
信
釈
を
起
行
を
示
す
も
の
と
し
て
引
用
し
、

称
名
念
仏

一
行
専
修
を

説
い
た
。
す
な
わ
ち
、
安
心

(三
心
)
か
ら
発
動
す

る
起
行

は
、
五
正

行
中
の
第
四
称
名
念
仏
の
み
で
あ
る
と
い
う
廃
立
義
が

『
選
択
集
』
の

基
本
的
な
立
場
で
あ
る
。
し

か
し
、

『
選
択
集
』
で
は
起
行
を
示
す
も

の
と
し
て
、
就
行
立
信
釈
の
五
正
行
を
す
べ
て
引
用
し
て
い
る
た
め
、

専
修
と
は
五
正
行
を
修
す
る
こ
と
と
解
釈
で
き
る
。
(
1
3
)

ま
た
、
三
心
章
末

で
、
三
心
か
ら
発
動
す
る
起
行
の
説
明
を
す
る

中

で
、
総

(諸
行
)
と
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別
の
二
義
を
述
べ
る

(真
聖
全
①
9
6
7
)。
(
1
4
)

こ
れ
が
、
聖
覚

の

『
唯
信
鈔
』
で
は
、
起
行
と
し
て
示
す
称
名
念
仏

を
、
法

然
と
同
様
、

就
行
立
信
釈
に
よ
り
理
解
す
る

(真
聖
全
②
7
4
0
)。
(
1
5
)

し
か
し
、
五
正
行
中
、
正
定
業
で
あ
る
称
名
念
仏

一
行
を
修
す
る
こ
と

が
、
専
修
で
あ
り
、
他
の
行
を
兼
ね
る
こ
と
は
雑
修
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
る

(真
聖
全
①
7
4
3
～
7
4
4
)。
こ
の
立
場
は

『
選
択
集
』
の
廃
立
義

を
明

確
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。

さ
ら

に
親
鸞

に
至
る
と
、
他
力
廻
向
説

・
真
仮
分
判
の
立
場
か
ら
、

正
定
業

で
あ
る
五
正
行
中
の
称
名
念
仏
に
つ
い
て
も
、
真
仮
を
分
か
つ

立
場
が

示
さ
れ
る
。
(
1
6
)

専
修
に
つ
い
て
は
、
自
力
心
で
修
す
る
五
専
修
が

説
か
れ

(『教
行
信
証

.
化
身
土
巻
』
真
聖
全
②
1
5
5
～
1
5
6
、
『愚
禿
鈔
』
真
聖
全

②
4
7
1
～
4
7
2
)、
ま
た
雑
修
に
つ
い
て
は
、
聖
覚
の
説
を
さ
ら
に
深
め
た
助

正
兼
行

の
雑
修
と
い
う
理
解

(『愚
禿
鈔
』
真
聖
全
②
4
7
2
、
『高
僧
和
讃
』
真

聖
全
②
5
0
9
-
(
6
6
)

)、
あ
る
い
は
、
専
修
念
仏

一
行
に
帰
し
て
も
、
そ
れ
に

よ
り
現
世
利
益
を
祈
る
場
合
は
、
雑
修
に
な
る
と
い
う
理
解

(『高
僧
和

讃
』
真
聖
全
②
5
0
9
-
(
6
7
)

)
が
示
さ
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

【結

論
】

以
上
述
べ
た
こ
と
に
よ
り
、
法
然
の
三
心
と
行
に
つ
い
て
の
解
釈
を

承
け
つ
つ
も
、
法
然
没
後
の
、
他
力
義
の
意
味
が
問
わ
れ
な
い
、
諸
行

兼
修
を
容
認
す
る
と
い
う
当
時
の
念
仏
信
仰

の
状
況
を
受
け
、
他
力
念

仏
義
を
明
確
に
示
し
た
の
が
聖
覚

の

『
唯
信
鈔
』
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ

れ
を
厳
密
に
体
系
化
し
た
の
が
親
鸞
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

聖
覚
と
法
然

・
親
鸞

(那

須
)

1

藤
枝
昌
道
氏

『
聖
覚
法
印

の
研
究
』
18
～
19
頁
参
照
。

2

親
鸞
は
、
聖
覚
を

「
法
然
上
人

の
御

お
し
え
よ
く
御

こ
こ
ろ
え
た
る
ひ

と
び
と
」
(
『
末
灯
鈔
』
真

聖
全
②
6
8
6
)
と

い
い
、

ま
た

『
唯
信

鈔
』

の
こ

と
を

「
め
で
た
き
御

ふ
み
」
(
『
御
消
息

集
』
真
聖
全
②
7
0
9
)

と
述

べ
る
。

3

こ

の
点
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
法
然
と
そ
の
門
下

に
お
け

る
善
導

・
至

誠
心
釈

の
解
釈
」
(龍

谷
大
学
大
学
院
研

究

紀

要

・
人
文
科
学
-
第

16
集

1
)
に
お

い
て
詳
し
く
論
じ
た
。

4

こ

の
よ
う
に
至
誠

心
に
惣
別

の
二
義

を
見
る
立
場

は
、
法
然
教
学

の
初

期
的
段
階

を
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
あ
る
と

考

え

る
。

(拙
稿

「
法
然

に
お

け
る
善
導

教
学

の
受
容

に

つ
い
て
」
参

照
―
真
宗
学

88
号

60
頁
以
下
―

)

5

就
行

立
信

釈
を
起
行

と
し
て
理
解
す

る
法
然

は
、
深

心
釈
解
釈

に
お
い

て
、
就

行
立
信
釈
を
解

釈
し
て

い
る
箇
所
は
少

な
い
。

6

ま
こ
と
の
心
で
な

い
状
態

と
し
て
は
、
「浄
土

を
ね
が

ふ
こ
こ
ろ
な
き
」

「今

生
の
名
利
に
著
す
」

「
不
善

の
心

・
放
逸
の
心
あ
り
」

と
い
う
状
態

を

あ
げ
る

(
『
唯
信
鈔
』
真

聖
全
②
7
4
7
)
。

7

法
然
に
は
「
一

つ

に

こ
の
世

の
人
目
を
ば

い
か
に
も
あ

り
な
ん
と
て
、

人

の
そ
し
り
を
か

へ
り
見
ぬ
が
よ
ぎ
ぞ
と
申

べ
き

に
て
は
候

は
ず
」

(
『
御

消
息
』
昭
法
全
5
7
8
)

と
述
べ

て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
、

本
尊
や
道
場
内

の
荘
厳

・
境
内

の
様
子

に
関
し
て
人
目
を
気

に
す
る

こ
と

に
関
し
て
述
べ
た
後

に
く
る
文
で
あ
り
、

一
般

の
生
活
態
度

に

つ
い
て
述

べ
た
も

の
で
は
な

い
。

8

こ
こ
に
お

い
て
聖

覚
は
、
罪

障
が
深

く
散
乱
放
逸

の
人
間

は
、
阿

弥
陀

仏
に
救

わ
れ
な
い
と
い
う
人
が
あ
る
が

、
そ
れ

は
仏
力

を
疑

う
こ
と
で
あ

り
罪

で
あ
る
と
述
べ
る

(
『
唯
信
鈔
』
真

聖
全
②
7
4
8
～
7
4
9
)
。
以

下
、
自

己

を
蔑

み
、

仏

の
広
大
不

思
議
な
本
願

の
働
き
を
疑

っ
て

は
な

ら

ぬ

こ

と

を
、
譬

え
を
述

べ

つ
つ
主
張

す
る
。

9

聖
覚

は

「廻
向
発
願

心
と

い
ふ
は
、
名

の
な
か
に
そ

の
義

き

こ

え

た

り
、
く

わ
し
く

こ
れ
を

の
ぶ
べ
か
ら
ず
」

(
『唯
信
鈔
』
真
聖
全
②
7
5
0
)

と

述

べ
る
。

こ
れ

は
、

『
選
択
集
』

三
心
章

の

「
廻
向
発
願
之
義
、

別

の
釈

を
侯

つ
べ
か
ら
ず
」

(真
聖
全
①
9
6
7
)

と
い
う
記
述

と
ほ
ぼ
同
様

で
あ
る
。
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10

「『
観
経
』

の
三
心
を
え
て

の
ち

に
、
『
大
経
』

の
三
信
心
を
う
る
を

一

心
を
う

る
と

は
い
ふ
な

り
。

こ
の

ゆ

へ
に
、
『
大
経
』

の
三
信
を
え
ざ

る

を
ば

一
心

か
く

る
と

い
ふ
な
り
。

こ
の

一
心
か
け
ぬ
れ
ば
、
実
報

土
に
は

む
ま
れ
ず
と
な
り
。

『
観
経
』

の
三
心

は
、

定
機

・
散
機

の
自
力

の
心
な

り
。
定
散

の
二
善
を
廻

し
て
、
『
大
経
』

の
三
信
を

え

ん

と
ね
が

ふ
方
便

の
深
心
と
至
誠
心
と

し
る
べ
し
。
真
実

の
三
信
心
を
え
ざ
れ
ば
、
真

の
報

土

に
む
ま
れ
ず
。
」

(『
唯
信
鈔
文
意
』
真
聖
全
②
6
3
4
)

11

「
問
う
、
『
大
経
』

の
三

心
と

『
観
経
』

の
三
心
と

一
異

い
か
ん
そ
や
。

釈
家

の
意

に
よ
り

て
、
『
無
量
寿
仏
観
経
』
を
按

ず

れ

ば
、
顕
彰
隠
密

の

義
あ
り
。
顕
と
言
う

は
、
定
散
諸
善
を
顕
し
、
三
輩
三
心
を
開
く
。
…
如

来

の
異

の
方
便
、
欣
慕
浄
土

の
善
根
な

り
。

こ
れ

は
こ
の
経

の
意
な
り
。

即
ち

こ
れ
顕

の
義
な
り
。
彰

と
言

う
は
、
如
来

の
弘
願
を
彰
わ

し
、
利
他

通
入

の

一
心
を
演
暢
す
。

…
ま
こ
と
に
知

ん
ぬ
。

こ
れ
す
な
わ
ち

こ
の
経

に
顕
彰
隠
密

の
義
有

る
こ
と
を
。
…
…

『
大
経
』
『
観
経
』
、
顕

の
義

に
よ

れ
ば
異
な
り
。
彰

の
義

に
よ
れ
ば

一
な
り
。
知

る
べ
し
」

(『
教
行
信
証

・

化
身
土
巻
』
真
聖
全
②
1
4
7
～
1
4
8
)

12

法
然

は
、

『
三
部
経
大
意
』

(昭
法
全
32
～
33
)
や

『
選

択

集
』

(真
聖

全

①
9
6
7
)

に
お

い
て
、

深
心
を
三
心

の
中
心
に
考
え
る
と

い
う
見
解

を
示

す
。
聖

覚
も

こ
れ
を
承
け

て
、
『
唯
信
鈔
』
で

「
た
だ
信
心
を

要

と

す
。

そ
の
ほ
か
お
ば

か
え
り

み
ざ
る
な
り
。
信
心
決
定
し
ぬ
れ
ば

三
心
お
の
づ

か
ら
そ
な
わ
る
。
…
…

こ
の
ゆ

へ
に
三
心
異
な
る
に
に
た
れ
ど
も
、
み
な

信

心
に
そ
な
わ
れ
る
な
り
」
(真

聖
全
②
7
5
0
)
と

述

べ
、

法
然
と
ほ
ぼ

同

様

の
立
場
を
示
す
。

一
方
、

親
鸞
は
、
『
教
行
信
証

・
信
巻
』
三

一
問
答

の
字
訓
釈

に

お

い

て

「疑
蓋
雑

は
る
こ
と
無
き
が
故

に
、

こ
れ
を
信
楽
と
名
つ
く
。
信
楽
す

な
わ
ち
是

れ

一
心
な
り
。

一
心
す
な
わ
ち
是
れ
真
実
信
心
な
り
。

こ
の
故

に
、
論

主
、

は
じ
め
に

一
心
と
言
え
る
な
り
」

(真
聖
全
②

59
)
と
述
べ
、

本
願

の
三
心

の
中
で
は
、
信
楽
が
中
心

で
あ
る
と

い
う
立
場
を
示
す
。

13

『選

択
集

』
二
行
章

の
終
わ
り

の

「
百
即
百
生
専
修
正
行
」

(真
聖
全
①

9
4
0

)

の

「専

修
正
行
」

に

は
、
正
定
業
以
外

の
助
業
も
含

め
て
理
解
し
て

い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な

理

解

は

『
浄
土
宗
略
抄
』

(昭
法
全

6
0
1

～
6
0
3
)

に
も
見
ら
れ

る
。

14

先

の
専
修
理
解

や
、

こ
の
よ
う
な

記

述

は
、

浄
土
教
理
史
上
、

『
散
善

義
』
就
行
立
信
釈
を
起
行

と
し
て
理
解
し
た

の
が
、
法
然

の

『選

択
集
』

が
初

め
て
で
あ

っ
た
た
め
生
じ

た
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。

15

法
然

は
、

『選

択
集
』

に
お
い
て
、
源
信

の

『
往
生
要
集
』
を
承
け

て
、

善
導

の

『
往

生
礼
讃

』

の
安

心
起
行
作
業
論
を
受
容
す
る
。
そ
し

て
源
信

が

『
往

生
要

集
』
に
お

い
て
、

『浄
土
論
』

の
五
念
門
を
受
容
し

た

の
と

同
じ
意
味
で
、
善
導

の

『
散
善
義
』
就
行
立
信
釈
を
起
行
と

し
て
受
容

し

て
い
る

(
拙
稿

「
法
然

に
お
け
る
善
導
教
学

の
受
容

に

つ
い
て
」
―

真
宗

学
88
号
―

参
照
)
。
従

っ
て
、
『往

生
要
集
』

で
起
行

と
し
て
受
容

さ
れ
て

い
る
五
念
門

に
つ
い
て
は
、

『
選
択
集

』
で
は
全

く
触

れ
て
い
な

い
。

こ

れ
を
承
け
た
、
聖
覚
も

『
唯
信
鈔
』
に
お

い
て
、

五
念
門

に

つ
い
て
は
全

く
触
れ

て
い
な

い
。

一
方
、
『
往
生
論
註
』
を
重
視

し
た

親

鸞

は
、

五
念

門
を
法
蔵
菩
薩
や

還
相
菩
薩

の
浄
土

か
ら

の
活
動
相
と
し

て
理
解

す
る
立
場

を

示
す

。

(拙

稿

「
法
然
門
下

に
お
け

る
五
念
門

・
五
正
行
の
受

容
と
展
開
」
1
印
仏
研

究

41
―

1
―参
照
)

16

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
日
本
浄
土
教

に
お
け
る
五
念
門

.
五
正

行

の
受
容

と
展
開
」
―

龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要

・
人
文
科
学
―

第

14

集
―

に
お

い
て
詳
し
く
論
じ
た
。

(昭
法
全
は

『
昭
和
新
修

法
然

上
人
全
集
』
の
、
真

聖
全
は

『真
宗
聖

教
全

書
』

の
略
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

聖
覚
、
法
然
、
親
鸞

(
西
本
願
寺

教
学
研
究
所
研
究
員

)
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